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策7回国連アジア極東､地域地図会議

呈���呈���乁呉低卒��乁�

�剔佇�偈��������卉�

����協

はじめに

昭和48年10月15目から同27目まで'13日間にわたって

第7回国連アジア極東地域地図会議カミ外務省国際会議

場で開催された.この会議は｢測量と地図作成に関す

る技術の紹介･情報の交換についての討議および測量

･地図作成分野における国際協力技術援助などについ

て討議を行恋うことにより地域内各国とくに開発途上

国の測量と地図作成事業を促進し各国の経済･社会開

発に役立てること｣を目的としている.

この会議は!949年に国連の第9回経済社会理事会

(ECOSOC=Econ◎micSocia1Counci1)の決議に基づい

て設立されたものであり第1回会議がインドで開催さ

れて以来3ケ年毎に開催されて今日にいたっている.

参加国数および参加者数において

大の規模のものであった.以下

ついて報告する.

松野久也

これまでにおげる最

第7回会議の概要に

第1表これまでの会議および開催地

回1�年�月1��開�催�地�1�参加国

1�1955�2��ムスリｰ(イ��ンド)�19�

2�195810��東�京(目��本)�30�

3�1961�10��バンコク(タ��イ)�26�

4�196411����マニラ(フィリピン)��30�

5�1967�3���キャンベラ(オｰストラリア)��30�

6�197010���テヘラン(イ��ラン)�36�

7�1973�10�東�京(目'��本)�39�

会議の概要

参加国お一よび参加者

すでに述べたように第7回会議の参加国数および参

加者数はこれまでの会議のうち最大で39ケ国にのぼ

り'その代表副代表随員など計16!多さらに関連

国際機関からのオブザｰバｰを加えるとユ70名に近い数

となっている(第2･3表).

第7回会議は

東京における第2回目の会議であり

第2表参加国およ

び参加者

国名�代表�副代表随員��オブザ�

����一バｰ�計

■■�����

オｰストラリア�1�2�4��7

カナダ.�1����1

キプロス�1����1

ドイツ連邦共和国�1�1�5��7

フィンランド�.11����1

フランス�1����ユ

ホリｰシｰ�1����1

ホンジュラス�1����1

ハンガリｰ�1����1

インド�1����1

インドネシア�3��2��5

イラン�ユ�7��3�11

本会議(48年10月15周外務省国

際会議場)左から1入おいて事

務局次長MAxC.H醐sELER

氏議長渡辺光氏事務局長

C肥IsN.CHRIsT0P且ER氏

1人おいて事務局長代理沢岡

秀穂氏�
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第3表オブザｰバr派遣機関

日本政府代表団

目本政府代表団は開催国だけに合計40名によって構

成され参加国中最大の人数であった.

代表

副代表

随

員

建設省国土地理院長南部三郎

運輸省海上保安庁水路部長川上喜代四

口本地図学会長渡辺光

建設省国土地理院参事官檀原毅

運輸省海上保安庁水路部参事官庄司大太郎

外務省国際連合局経済課長谷口誠

横浜国立大学教授醇村正七

建設省1国土地理院8水路部6外務省在経済

企画庁2科学技術庁3林野庁2地質調査所2

11本地図センタｰ1全国測量業協会!日本測量協

会1水路協会1(氏名省略地質調査所の2名は

海外地質調査協力室長佐野凌一および応用地質部長松

野久也である)

会議

会議は10月15日の本会議(冒頭の開会式を含む)に

始まり4つの技術分科会(technica1commission)カミ設

げられ各国の前回会議以降における活動状況と進捗状

況に関する報省カミあった後午後後半から分科会毎の討

議カ欄始された､4つの分科会の担当項目は次の通り

である.

��楴����捥剥��捨�体�利

���瑩潮���牡�楣��楯���

Intergovemmenta1OceanographicCom皿iss五〇n(IOC)

Intemationa1Carto駅aphicAssociation(ICA)

Intemationa1FederationofSur∀eyors(FIG)*

InternationalSocietyofPhoto9丁an1工〕ユetry(ISP)*

Scienti丘｡CoエnmitteeonAntarcticResearch(SCAR)*

���瑩潮����牡�楣�条�穡瑩潮���

�渭��物���瑩��潦��牡�������

����

(*印はそれぞれアメリカオランダおよびオｰストラリアの代表が

兼ねて出席)

第I分科会

第n分科会

第皿分科会

測地および地上基準

室中写真および写真測量

中縮尺･大縮尺測量および作図

a.地形測量

b.地籍測量

C.市街地測量

小縮尺測量および作図

主題地図(ナショナノレアトラスを含む)および写

本会議場

周本代表団左から佐野地質調査所海外地質協力室長

崎屍瞭塩原の各異

国土地理院高�



一36一

真判読

地名

第w分科会水路測量および海洋

以上のほかとくにさいきん大きな問題となっている

｡環境調査およびその管理のためのリモｰトセンシングおよび

作図法

｡地球資源調査のための地球資源衛星

の2項目は18目の中間における本会議の議題としてと

りあげられた.

10月26目の本会議においては各分科会の報告および

18目の本会議の討議結果に関する報告が採択され最終

目の27目の本会議において次回の第8回会議の開催国

をインドネシアとする決議案をはじめとする27項目の決

議案が万場一致で承認されて閉会された.

以下本会議および分科会を通じて筆者が出席した

範囲内において興味をひいたいくつかの事項について述

べておくことにする.ただしこれは筆者の立場から

の個人的衣ものであることをお断りしておく.

｡開会式

この会議の事務局長C亘RIsN･C亘RIsToP肥R氏が国

連事務総長に代って開会の宣言を行ない金丸建設大

臣の歓迎の辞に続いて事務局長の挨拶カミ述べられた･

その挨拶のたかで事務局長はとくにアジア極東経済委

員会が本地域における地図計画について述べることを

提起したと前おきして｢アジア極東地域地質図(1:5,

000,000)の第2版改訂版カミ1970年にインド地質調査所

長の監修のもとに作成され翌71年に日本地質調査所長

の監修のもとに印刷され今月同構造図の作成に関する

専門家会議カミマレｰシァにおいて行なわれた｣ことを報

告しさらに｢現在目本地質調査所の監修のものとに鉱

床成因図が作成されつつあり構造図の出版に続いて印

刷される予定でありすでに石油およびガス図鉱物分

布図および重力団の3つの図面が完成している｣ことに

ついて言及した.そしてとくに日本地質調査所の努力

に対して感謝した.

｡リモｰトセンシング

すでに述べた通り環境調査およびその管理のための

リモｰトセンシングおよび作図方法については本会議

でとりあげられた.ここでとくに興味をひいたのは

ドイツ連邦共和国から提出された“RemOteSensingMe･

thodsforEnvi･onmenta1Contro1"と題する報告であっ

て環境調査とくに水汚染について熱赤外線映像放

射温度計マルチバンド写真などいくつかの異なった方

法を組み合わせた総合調査の例が述べられた｡そして

このような調査は関連省庁の密接荏協力のもとになさ

れなけれぱ妊ら狂いことが強調された.

しかし環境調査とその管理に関する問題はむしろ

先進国の問題であって発展途上国からの発言は次の

サイドルッキンクェアボｰンレｰダｰ(SLAR)

に集中していた.

オｰストラリアから提出された報告“SideL00たing

AirbomeR泓darSurvey"は従来の空中写真地形測

量および地質図編集法との比較の検討であった.とく

にSLAR.による観測は雲に災いされることなく時

間当りの観測範囲が桁ちがいに大きく未測量･未調査

地域の調査への有力な手段であることを認識させるもの

であった.

ソ連は“RadarSurvey"と題した報告を提出しまず

その原理を詳述した.そしてレｰダｰ方式は全天

候24時間型の調査方式でありソ連ではとくに海氷観測

に威力を発揮しまた広大な僻地の地図情報の獲得およ

び地質図作成にも効果的に赤用されるものであることを

述べた.そして今後種々の科学分野における広い応

用カミ予想され小縮尺の地図作成の面でその経費を低減

できると結論した.

アメリカ合衆国は“Ope･ationa1StudyofRadarMa-

pping"と題するSLARに関して広い範囲をカバｰする

報告書を提出した.この報告は詳細な図表を数多く

挿入しその原理から1:250,000程度の小縮尺の地図

作成の手法についてまで述べておりSLARに関するマ

ニュァノレともいえるものである.

レセプション米国地質調査所地形部長R0B冊TH.LYDDAN氏夫妻

(左はしおよび背面)メキシコ代表パンアメリカン地理歴吏研究所

事務局長および講者�
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その他日本からは空中写真による環境調査に関す

る数篇の報告書が提出され環境の調査とその管理に対

してリモｰトセンシング技術は有効な方法であり判

読に関するいろいろな分野からのアプロｰチによって

今後さらに大きな利益カミもたらされるであろうと強い認

識カミ得られた.

｡地球資源衛星(測量･作図および地球資源調査)

本項目も本会議における討議の対象であったカミアメ

リカ合衆国およびソ連の2大国と発展途上国(インドネ

シアタイフィリピンなど)との間の討議に終始した

感がある.しかし地球全表面を対象として考えると

き欠くことのできない観測･調査手段であることカミ感

じられた.

発表された報告のなかで注目されるものとしてアメ

リカ合衆国の“AutomaticThemeExtractionSystem"

カミ挙げられる.これはERTSの同一地域を撮影した

4波長領域の映像(それぞれ印画と陽画)の組合せによ

って自動的に4つの主題i)水域(ある種の汚染を

さらに分離)ii)植物被覆(森林被覆と草地とに2分)

iii)高密度市街地およびiV)氷雪被覆を抽出しかつ

それぞれの抽出デｰタに地図的要素をもたせようとする

ものである.これによって繰返し得られる映像ある

いは写真デｰタの判読が自動化されることをねらったも

のである.

同じく“PrOgressinCartogエaphy,EROSProgra皿"

と題する報告ではERTS映像の地図作成への応用カミ取

扱われている.現在世界の陸地の約75%については

1:250,000縮尺程度の地図さえ出来ていないことを考完

るとその作成への応用カミ可能であることはこれか非

常に有効な手段となることを示唆している.またこ

れには既成の地図のタイムリｰ荏デｰタによる改測の可

能性も含まれている.

一方ソ連は“OntheUseofSpacePhotographyfor

EarthResourcesExp1orati㎝"と題する報告を提出した.

この報告では宇宙写真が地球資源調査研究の分野で直

面している多くの問題を解決するものであることカミ強調

された.そして1961年から始められたソ連における実

験について要約しこれらは航空機による調査および他

の方法によるデｰタを補って始めてよい結果が得られる

ものであると結論している.

本会議においては衛星からの映像は本質的には空中

写真と変ら狂いが広大な地域にわたって正射殺髭像が

得られ全域にわたって同時性をもった同一精度のデｰ

タが得られることが指摘され土地利用の全体的なパタ

一ン氷雪の分布湖水狂ど水の分布地質学的情報な

どを得ることができることかはっきりした.また小

縮尺の地図の作成および改訂への応用も可能である.

リモｰトセンシング衛星計画については域内各国に利

益をもたらすものであって今後あらゆる分野からのア

プロｰチを続ける必要カミありその推進の勧告が決議の

1つとして取上げられることになった.

｡測地および地上基準

この分野は筆者の専門外であって詳しいことに立入

ることはできない.しかしアポロシリｰズの衛星によ

る月の測地測地衛星による離島の位置決定(日本)放

どカミ興味ある問題であった.さらにドイツ連邦共和国

代表の“将来衛星測地はgeOdynamiCSに関する問題の

解決に主力を注ぐことになるだろう"という発言はわ

れわれ地質学の研究に従事するものにとってとくに興

味をひくところであった.衛星測地はいろいろな方

法を組合せて全地球表面の基準点の位置を統一して1

～2狐の精度で測定することが可能であると結論してい

る.もしこれが全世界にわたって実施されるとプ

レ}トの移動も証明されることになるであろう.さら

に統一された測地座標で全世界の陸地の位置カミ正確に決

まることによっていろいろ故国際的問題も解決される

ことは容易に認識されるところである.この問題につ

いてはアメリカカナダメキシコの3国で測地座標

を統一しようという計画カミ実際に進んでいるという発言

もあった.

｡空中写真および写真淵鐙

これは第]I分科会の討議の対象であったが地形図作

成の自動化と正射投影写真地図の利用についてかなり

の時間カミかげられていた.とくに正射投影写真地図の

大縮尺測量(地籍測量や市街地測量)への応用は測量

に要する費用の低減と時間を節約するものであるという

意見がいくつか国から提起されていた.

｡地名

これは第皿分科会における1つの大きな問題であり

また従来から非常に長い間1960年頃から国際的に議論

されて来た問題でもある.す在わち地名の国際的統

一とロｰマ字化である.交通手段カミ発達し国際交流

カミさかんになって来た今日これは当然の問題であろう.

従来からの問題であるカミロｰマ字以外の文字を使って

いる国家である･たとえば漢字を使用する日本中国

韓国をはじめとしてアラビア文字を使用する中近東の

諸国さらには東南アジアの諸国である.�
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サウジアラビアやタイ国などは地名の調査からして

大へんな問題であると発言しまたある国は地図は国

民によって日常一一般に使用されるものであって直ちに

ロｰマ字化はできないと主張した.折衷案として1:

250,000より小縮尺の地図にはロｰマ字を採用すること

にしそのロｰア字綴はそれぞれの国が決め他国が国

外の地図を印刷する場合には各国々によって決められ

たロｰマ字綴を採用することにしてはどうかという発

言がマレｰシア代表からあった.

この問題はさきに述べたように早急には決論にいた

らないようである.結局本会議において地名の統

一は国内的にも国際的にも必要なことは認め各国のそ

れぞれの機関は地名のリストの作成と標準地名辞典の

編集をさらに継続しまた未着手のところは早急に発足

させるよう勧告することになった.

｡技術協力および訓練

この会議の目的と†るところからほとんどあらゆる

項目において技術協力と訓練(センタｰの設置など)カミ

間題として取上げられている.この問題に関してのみ

を取扱った報告として“ReportontheAvai1abi1ityof

TrainingFaci1itiestoForeignTraねeeinSuエveying

andMap占ing･と題する国連のコンサノレタントとして活

動しているT･L･Tc砒NGの報告と日本地質調査所の

“Technica1Co-operationbytheGeo1ogica1Surマeyo{

Japan"とカミあった.

前者ほその題名の通り現在得られる外国人研修員を

受容れている訓練施設についての総括である･

後者については佐野海外地質協力室長が地質調査

所の技術協力の理念と現在実施中の技術協力プログラム

についてのコメントを行った.そして研究および開

発を通じての協力について述べ今年度から発見した

ITITプロジェクトのもとにインドネシア地質調査所と

協力して同国の重力図の編集と地域的な重力デｰタの地

質学的解釈を行っていることを報告した.そして将来

同様粧協力によって地域内の他の国における同様な仕

事が促進されるであろうと結論した.

ここでインドネシアおよびフィリピ!の代表から日

本地質調査所から与えられた援助に対する感謝が述べら

れた.さらにイラン代表から日本地質調査所の技

術協力によって得られた効果がよいことからこの会議

で日本地質調査所の計画が域内の他の地域に拡大され

るよう勧告することが決議されるならば域内の発展途

上国に大き柱利益をもたらすだろうと発言カミあった.

これらについては国連としての援助を継続しその

うえに2国間あるいは多国間相互の援助(重複をさけな

がら)を拡大し援助計画の評価検討を行ない世界の

情勢の定期的調査を実施することなどの勧告が決議事項

としてとりあげられた.また訓練センタｰの設置に

ついてはさらに調査を継続し地域あるいは小地域セ

ンタｰの設立について適当苓結論を得ることの促進に

ついて勧告することに狂った.

むすび

以上きわめて不充分であるが第7回国連アジア極

東地域地図会議についてその概要と筆者なりに興味を

もったことについて簡単に報告した.会議の報告は

何れ正式に国連から出されることに狂っている.また

会議中に配布された文書(各国から提出された報告を含

めて)126篇のリストとその大部分は筆者の手許に保管

してある.手許にないものについては事務局を担当

した国土地理院に間合せていただきたい.

(筆者は店用地質部長)
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